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白石警察署協議会開催結果の概要 
 

 令和８年７月16日

会　　議 　令和８年度　第１回白石警察署協議会

開催日時   令和８年６月26日（金） 15：00～17：15　

開催場所 　白石警察署訓受室

    公 安 委 員 会：１名 
  出 席 者   協 　 議 　 会：会長以下４名

  警 　 察 　 署：署長以下10名                     計 15名

議　　　事　　　概　　　要

１　開会 
 
２　協議会会長挨拶 

警察署協議会は、警察署の業務運営に民意を反映させることを目的として
設けられた機関であり、警察署長からの諮問に応じ、署長に対して意見を述

 べる場である。
各委員の貴重な意見、提案が白石警察署の実践的な施策へ結実し、白石警

 察署管内がより安全で住みやすい地域になるよう協議していく。
 
３　警察署長挨拶　　　　 

警察署協議会は、警察署の管轄区域内における警察行政の処理に関し、警
察署の業務運営に地域住民の意見を反映させることを目的として設けられた
制度である。委員の皆様から諮問に対する答申や意見・要望を受け、その意
見を反映した業務運営に努め、「安全・安心を実感できる地域」となるよう

 邁進していく。
　　 
４　自己紹介 
　⑴　白石警察署幹部の自己紹介 
　⑵　白石警察署協議会委員の自己紹介　　 
 
５　業務概況報告 
　⑴　警務課長  ～　各種広報活動状況、職員の教養・訓練状況等　 
　⑵　会計課長　～　拾得物・遺失物取扱状況等 
　⑶　生活安全課長　～　犯罪抑止活動、ＤＶ・ＳＴ受理状況、検挙状況等 
　⑷　地域課長  ～　地域警察官の活動状況、110番受理状況等 
　⑸　刑事課長  ～  刑法犯、特殊詐欺認知状況、犯罪検挙状況等 
　⑹　交通課長　～　交通事故発生状況、交通事故の特徴等 
　⑺　警備課長  ～　災害警備対策、テロ対策等 
 
６　諮問 
　⑴　諮問について 
　　　署長から、「犯罪抑止のための防犯カメラの設置促進」について、諮問
　　を行った。 
　⑵　諮問に対する協議 

委員：　現在の防犯カメラの設置状況について、コンビニや駅、学校等



は把握していると思うが、個人宅まで把握できているのか。公費
で設置するのであれば、人通りが多い場所、例えば街頭に設置し

 てはどうか。
委員：　空き家が増えてきているため、住民としては多くの場所に設置

してもらいたい。ケーブルテレビやペットカメラ等色々な防犯カ
 メラがあり、個人的な設置も考えなければならない。

委員：　京都の南丹市の事件も考えれば、学校周辺の要所要所に設置し
てもらいたい。ある市内の全小中学校に、防犯カメラを24台設置
して89万円という新聞記事を見たが、人命のことを考えれば安い

 のではないか。防犯カメラを増設してもらいたい。
委員：　防犯カメラはあったほうがよいと思うが、設置に関しては予算

面から優先順位を考える必要がある。個人的には子供達の防犯面
 を考えて、小中学校等に重点設置してもらいたい。

警察：　今後、各自治体に対し、防犯カメラ設置を促していきたい。こ
れまでの設置状況を確認し、設置済みの防犯カメラの更新や死角

 になる場所への新設なども検討していきたい。
　　　　防犯カメラの活用方法としては、子供や高齢者の行方不明や先

日は特殊詐欺被疑者を防犯カメラで特定し、検挙に至った例もあ
る。白石署管内は平穏と言われているが、だからこそ裏通り等の
人通りが少ない場所への設置を推進していきたい。具体的な設置

 箇所の要望はあるか。
 委員：　公共施設など人が集まる場所に設置してもらいたい。

委員：　大町の町民グランド付近の駐車場は不審者情報等もあり、そう
 いう不特定の者が集まる場所に設置すればよいと思う。

 委員：　主な交差点に設置すれば、抑止力になるのではないか。
委員：　公民館などは有効と思われる。人が集まる場所だが、普段は人

がおらず、高校生等が蝟集する可能性があるため、その予防にも
 なると思う。

警察：　協議会の結果として、防犯カメラ設置促進について、公共施設
 を中心にお願いしていくこととする。

     
７　質疑応答・要望等 
　　委員：　有明小学校が今年度から統合されたが、開校後、交通事故は発生

 　　　　　していないか。
　　警察：　これまでのところ発生はない。今後、横断歩道等設置要望等、随

 　　　　　時対応していく。
 
８　その他 
　　次回開催は令和８年10月下旬若しくは11月に予定 
 
９　公安委員会総括 

地域の実情に応じた課題が、時代の変化とともに変わってきていることを
実感した。少子化や高齢者問題、交通事故や特殊詐欺、窃盗（空き巣）や見

 守り活動等、多方面にわたり対応する必要がある。
しかし、警察だけでは解決できない場合もあり、自治体との連携が大事で

ある。警察・行政・住民が協力し、安全安心な地域を作っていくために、本
 日の意見を今後の警察運営に活かしていただきたい。

課題が複雑化する中で、多様な経験や視点を持つ人材が活躍することが大
事であるが、佐賀県警察の志願者減少の課題に対し、協議会委員の方から地
元に話をしてもらい、若者に関心を持たせ、地域全体で支えていく仕組み作

 りができればと考えている。
 
10　閉会


